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 要  旨 
地球は、自らの磁場と太陽風との相互作用により磁気圏と呼ばれる磁場領域を形成している。この磁
気圏と太陽風（プロトンと電子からなる高速プラズマの流れ）との境界面をマグネトポーズと呼ぶ。このマグ
ネトポーズの高緯度領域には太陽風からのプラズマ粒子が侵入できる隙間のような領域が存在しており、
その領域はカスプと呼ばれている。太陽から放出され、地球周辺にもやってきている磁場は惑星間空間
磁場(IMF) と呼ばれ、カスプ周辺の領域で磁気リコネクションと呼ばれる現象を起こす。リコネクションと
は、互いに逆向きの磁力線が繋ぎ替わる現象である。これにより開いた磁力線が形成されると、太陽風の
プラズマはリコネクション領域で加速され、直接カスプに侵入してくる。太陽風の主たる構成要素であるプ
ロトンは、中性大気との衝突・脱励起反応を繰り返しながら磁力線に沿って降下し、プロトンオーロラと呼
ばれる発光現象を電離圏高度で引き起こす。 
IMAGE衛星に搭載されている極端紫外線観測装置（FUV）の SI-12 というカメラは、このプロトンオーロ
ラを引き起こす原因となっているプロトンが脱励起反応した際に放射されるドップラーシフトしたLyman-α
輝線（121.8nm）を観測している。本研究では、この観測データを解析して、地球電離圏のカスプ周辺領
域に見られるプロトンオーロラの動態特性を明らかにすることを目的とする。 
IMAGE衛星の FUVに基づく研究[Frey et al., 2003]より、プロトンオーロラの現れる場所は、太陽風の
磁場の向きに依存することが明らかになっている。まず、2000 年 4 月から 2001 年 5 月までの期間から、
IMFの By成分の大きさが 10nTを超え、かつ太陽風の密度が 10/cc以上ある期間を取り上げ、エミッショ
ンデータの解析を行った。昼間側電離圏で、カスプを含む MLT9－15、MLAT67°－80°の領域を対象
とし、プロトンオーロラのピークの位置の動きと IMFの変化との関連性を調べた。その結果、IMFの By成
分とMLT方向の距離の変化の間のプロファイルが一致した。その結果、Frey et al.[ 2003]の結果よりもプ
ロトンオーロラの位置が IMFの By成分に強く依存していることが示された。また、プロトンオーロラがMLT
方向に 2分間で 200-400kmずれるイベントは、IMFの By成分の変化量の分布を考慮すると、高い頻度
で発生していることも分かった。それは、動いているプロトンオーロラが存在していることが原因であった。
取り上げたイベントの１つには、2 つのオーロラスポットが並んで移動する“タンデム”型のスポットが見られ
た。エミッションのピークの位置の動きから、この 2 つのスポットは夜明け方向、かつ反太陽方向に約
2.2km/sの速度で移動していることも分かった。 
 
